
学校番号 3008 

令和３年度 工業科・共通 

 

教科 工業 科目 情報技術基礎 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 「情報技術基礎」 （実教出版） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

コンピュータは学校・一般家庭、スマートフォンなどあらゆる産業・生活場面で利用されている。 

半導体技術の進展により、性能向上・小型化によりコンピュータを組み込んだ家電製品が使われて

おり、銀行や交通機関・天気予報など日常生活が益々快適で便利になっている。そのコンピュータ

の仕組みや構造・また用語などを知っておくことは重要であり、情報技術の進展に貢献される。ま

た、インターネットなど情報化社会において、個人や企業等の情報の取扱いやセキュリティ対策、

ネット社会でのマナーやモラルに対する知識や技術を理解しておかないと、個人や社会に大きな問

題を起こしてしまう。正しい情報技術の利用を学習することは、これからの社会を平和で健全に発

展させて行くことに繋がりますので、授業についてしっかり取り組んで下さい。 

単元ごとに教科書使って授業を進め、問題演習プリントを解いて理解する。また、身の回りの具体

例を発問する事が出来れば良い。 

 

２ 学習の到達目標 

社会における情報化の進展と情報の意義や役割を理解する。 

情報技術に関する基礎的な知識と技術を習得する。 

情報モラルを身につけ、情報および情報手段を活用する能力や態度を身につける 

以上の事について理解し身につける事を、学習の到達目標とする。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

情報モラル、２進１０

進１６進数、論理回

路、プログラミングな

ど情報技術に関する

学習内容に興味関心

を持ち、積極的に学習

に取り組むと共に、学

習の態度を身につけ

る。 

情報技術基礎および

パソコン実習で学習

した知識・技能を生か

し発展的に思考・考

察・表現することが出

来る 

情報技術基礎に関す

る技能・知識を習得

出来る。パソコン実

習の技能・知識を習

得出来る。技能・知

識を応用することが

できる。 

情報技術基礎の情報

モラル、２進１０進

１６進数、論理回路、

プログラミングなど

学習内容を理解して

いる。パソコン実習

での技能を習得し、

課題が作成出来る。 

評
価
方
法 

観察 

発問 

ノート記述 

授業プリント 

観察 

発問 

授業プリント 

定期テスト 

実習課題 

定期テスト 

実習課題 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

産
業
社
会
と
情
報
技
術 

   情報と生活 ○    a: 産業社会と情報技術、データ

の表し方ついて興味関心を持ち、

積極的に学習に取り組むと共

に、身の回りの具体例を発問す

る事が出来る。 

b: 産業社会と情報技術、データ

の表し方について理解し、発展的

に思考・考察・表現することが

出来る 

c: 産業社会と情報技術、データ

の表し方について理解し、ノート・

プリントを整理し、発問することがで

きる。 

d: 産業社会と情報技術、データ

の表し方について理解しテストを

通じて理解出来ている事を確認出

来る。 

定期テスト 

プリント 

ノート 

観察等 
情報化社会の権利 

とモラル 

○   ○ 

情報セキュリティ管理 ○   ○ 

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア 

データの表し方 ○ ○ ○ ○ 

２
学
期 

論理回路の基礎 ○   ○ a: ハードウェア、ＢＡＳＩＣプログラ

ミングついて興味関心を持ち、積

極的に学習に取り組むと共に、

身の回りの具体例を発問する事

が出来る。 

b: ハードウェア、ＢＡＳＩＣプログラ

ミングについて理解し、発展的に

思考・考察・表現することが出

来る 

c: ハードウェア、ＢＡＳＩＣプログラ

ミングについて理解し、ノート・プリ

ントを整理し、発問することができ

る。 

d: ハードウェア、ＢＡＳＩＣプログラ

ミングについて理解しテストを通じ

て理解出来ている事を確認出来

る。 

定期テスト 

プリント 

ノート 

観察等 処理装置の構成と動作 ○ ○ ○ ○ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ 

    ＢＡＳＩＣの特徴 ○   ○ 

四則計算プログラム ○ ○ ○ ○ 

３
学
期 

分岐処理 ○ ○ ○ ○ a: ＢＡＳＩＣプログラミング、Ｗord・

Ｅxcel の基礎ついて興味関心を持

ち、積極的に学習に取り組むと

共に、身の回りの具体例を発問

する事が出来る。 

b: ＢＡＳＩＣプログラミング、Ｗord・

Ｅxcel の基礎について理解し、発

展的に思考・考察・表現するこ

とが出来て、実際に役立てる事

が出来る。 

c: ＢＡＳＩＣプログラミング、Ｗord・

Ｅxcelの基礎について理解し、ノー

ト・プリントを整理し、発問すること

ができる。 

d: ＢＡＳＩＣプログラミング、Ｗord・

Ｅxcelの基礎について理解しテスト

およびＷord・Ｅxcel 課題を通じて

理解・修得出来ている事を確認出

来る。 

定期テスト 

実習課題 

プリント 

ノート 

観察等 

 
繰返し処理 ○ ○ ○ ○ 

パ
ソ
コ
ン
実
習 

Ｗord・Ｅxcelの基礎 ○ ○ ○ ○ 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 


